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チ　ェ　ッ　ク　ポ　イ　ン　ト 可否

１

（１）

① 表面は滑りにくい材質であるか。

② 階段に手摺りは設置されているか。

③ 段は容易に識別し易いものであるか。

④ 階段の前後の廊下や踊り場には、点字ブロックが設置されているか。

⑤ 主たる階段は、回り段になっていないか。

（２）

①

勾配が１２分の１を超え、又は高さが１６ｃｍを超える傾斜のある部分には、手摺りが設けられ

ているか。

② 表面は滑りにくい材質であるか。

③

その前後の廊下等との色の明度の差が大きいこと等により、その存在を容易に識別できるも

のであるか。

④ 傾斜のある部分の端に近接する踊り場の部分には、点字ブロックが設置されているか。

（３）

① 車椅子使用者が利用できるトイレが設置されているか。

②

車椅子使用者便房は、腰掛便座、手摺り等が適切に設置されているか。また、洗浄装置は

操作が容易なものになっているか。

③

オストメイトに対応した洗浄設備が設けられているか。

　（2,000㎡を超える施設）

④

乳幼児椅子、おむつ替えのできる設備が設けられているか。

　（2,000㎡を超える施設）

（４）

①

車椅子使用者駐車スペースが全駐車台数に応じて設けられているか。

（全駐車台数が２００以下の場合は、当該駐車台数に５０分の１を乗じて得た数以上、２００を

超える場合は、当該駐車台数に１００分の１を乗じて得た数に２を加えた数以上／小数点以

下は繰り上げ）

② 車椅子使用者駐車スペースの幅は、３５０ｃｍ以上取られているか。

③ 車椅子使用者駐車場は、建物の出入口に近い部分に設けられているか。

建築物等

階段・廊下

傾斜路

トイレ

駐車場

公共施設バリアフリーチェックリスト

【点検者：（団体）　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　　　　】

※「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」（県条例）に基づく公共施設用チェックリストなどから調整

施設名
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（５）

① １以上の出入口の幅は、８０ｃｍ以上になっているか。

②

戸を設ける場合は、自動ドアか車椅子使用者が容易に開閉して通行できるドアになっている

か。また、戸の前後には高低差はないか。

③ 車椅子使用者が利用する通路にフラワーポット等障害物が置いていないか。

（６）

① 出入口の幅は、８０ｃｍ以上になっているか。

②

戸を設ける場合は、自動ドアか車椅子使用者が容易に開閉して通行できるドアになっている

か。また、戸の前後には高低差はないか。

③ 側板には手摺りが設けられているか。

④ 制御装置は、車椅子使用者が利用しやすい位置に設けられているか。

⑤ かご内には、出入口の戸の開閉状態を確認することができる鏡が設置されているか。

⑥ 乗降ロビーは、高低差がないか。また、幅と奥行きは１５０ｃｍ以上になっているか。

（７）

① 高さや文字の大きさ、標示等は、見易く理解し易いものになっているか。

②

点字による表示又は音声その他の方法により、視覚障害者が利用し易いものになっている

か。

③ 必要に応じ、かな、ローマ字、絵等による見易い表示になっているか。

【特記事項（配慮すべきポイントなど）】

出入口

エレベーター

案内標示等


